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１．薪ストーブを構成するそれぞれの面について面積を算出する。 

①薪ストーブ正面 65×56.2=3653（㎝ 2）…a1 

②薪ストーブ側面 44×56.2=2472.8（㎝ 2）…a2 

  ③薪ストーブ裏面 65×56.2=3653（㎝ 2）…a3 

  ④薪ストーブ上面 66×45.5=3003（㎝ 2）…a4 

薪ストーブを壁に並行に置いた場合 

遮熱板がレンガの時 遮熱板がレンガ以外の時 
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２．薪ストーブからの可燃物燃焼部分を算出する 

①薪ストーブ正面 2.4√a1=2.4√3653=145.1（㎝） 

  ②薪ストーブ側面 1.59√a2=1.59√2472.8=79.1（㎝） 

  ③薪ストーブ裏面 1.59√a3=1.59√3653=96.1（㎝） 

  ④薪ストーブ上面 0.0106×(1+10000/(a4+800))×a4 

0.0106×(1+10000/(3003+800))×3003=115.5（㎝） 
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薪ストーブを壁のコーナーに置いた場合 

遮熱板がレンガの時 遮熱板がレンガ以外の時 
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